
日時：令和5年3月11日（土）・12日（日） 場所：帯屋町パラソーレ下

土佐の「おきゃく」2023「高知YEGのイタリアン」～パッシオーネ～

日時：令和5年3月20日（月）　場所：ザ・クラウンパレス新阪急高知

令和4年度卒業例会

　令和5年3月11日（土）・12日（日）土佐の「おきゃく」2023中央公園イベントに「高知YEGのイタリアン」～パッシオーネ～とし

て参加しました。 今回は、ピザ（3種類）、グラタン、生ハム、チーズクラッカー、ミックスナッツや各種ドリンクを販売して、高知

の食材を活かしたメニューは沢山のお客様に喜んでいただけました。 

イベントを通じて地域貢献、また沢山のOBの先輩方にも来ていただき現役との交流をさせていただきました。 

また、当会が運営する土佐の「おきゃく」2023出店に際し、当会会員と移住希望者の間の交流会を運営し、実際に移住希望者

の方 と々の交流を図ることができました。

祭SAIKO委員会、政策提言推進委員会の皆様、大変おつかれさまでした。

高知商工会議所青年部通信ズバリ聞きます！～青年部の素顔～
担当：総務広報委員会http://www.kochi-yeg.ne.jp/

会
長
所
信　

　

私
は
、
2
0
1
1
年
4
月
、
高
知
商
工
会

議
所
青
年
部
に
入
会
し
、
今
年
度
で
13
年
目
を

迎
え
ま
す
。
13
年
間
の
青
年
部
活
動
を
振
り
返

る
と
、
多
く
の
先
輩
方
の
ご
指
導
や
、
ど
ん
な

時
も
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
仲
間
達
の
支
え
、
ま

た
、
家
族
や
自
企
業
の
皆
様
の
青
年
部
活
動
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

今
の
自
分
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
と
過
ご
し
た

日
々
は
、私
の
今
を
形
成
す
る
大
事
な
礎
で
す
。

そ
し
て
こ
の
度
、
高
知
商
工
会
議
所
青
年
部
第

37
代
会
長
と
い
う
大
役
を
任
せ
て
い
た
だ
き
、

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
2
年
に
国
内
で
確
認
さ
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D
 

- 

19
）
は
、
我
々
の
生
活
様
式
を
大
き
く
変
え
、

今
も
な
お
、
国
内
外
で
そ
の
影
響
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
で
あ
っ
た
事
業

や
活
動
は
制
限
さ
れ
、
汗
を
流
し
て
企
画
し
た

事
業
の
多
く
は
、
中
止
や
規
模
の
縮
小
に
追
い

込
ま
れ
、
運
営
方
法
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、我
々
は
様
々
な
企
画
・

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
て

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
か

ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
と
、
時
流
に
対
応
し

た
新
た
な
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
、
貴
重
な
時

間
を
費
や
し
、
事
業
に
本
気
で
取
り
組
む
こ
と

で
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
価
値
観
や
考
え
方
が

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

我
々
青
年
経
済
人
と
し
て
の
責
務
は
、
自
企

業
の
成
長
が
最
優
先
で
あ
っ
て
経
済
活
動
等
で

得
た
利
益
を
少
し
で
も
地
域
に
対
し
て
長
期
的

に
還
元
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
が
発
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
事
業

や
雇
用
が
生
ま
れ
、
豊
か
な
郷
土
作
り
の
一
助

と
な
り
ま
す
。
将
来
の
高
知
を
支
え
る
子
供
達

が
、
住
み
た
い
街
、
働
き
た
い
街
、
故
郷
と
し

て
誇
れ
る
街
を
創
る
こ
と
が
、
今
を
生
き
る

我
々
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。我
々
の
新
た
な
挑
戦
と
勇
気
あ
る
決
断
は
、

地
域
好
転
の
兆
し
を
必
ず
や
も
た
ら
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、こ
れ
か
ら
の
青
年
部
活
動
は
、

特
定
の
会
員
だ
け
の
努
力
で
成
り
立
つ
形
で
は

な
く
、
会
員
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向
き
、
熱
い

想
い
で
会
の
運
営
に
携
わ
る
形
へ
と
変
わ
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
古
き
良
き
伝

統
や
考
え
方
」
と
「
現
代
に
合
っ
た
考
え
方
」

を
融
合
さ
せ
、
時
代
に
あ
っ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ
、
合
理
化
や
簡

素
化
に
よ
っ
て
組
織
の
最
適
化
を
行
い
、
誰
も

が
無
理
な
く
青
年
部
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
そ
う
す

る
こ
と
で
各
事
業
へ
の
出
席
率
向
上
や
会
員
の

活
性
に
も
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
苦

難
の
時
に
こ
そ
、  

Y
E
G
  で
培
っ
た
人
脈
を
活

か
し
、
い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
自
企
業

が
存
続
で
き
る
仲
間
作
り
を
こ
れ
か
ら
も
構
築

し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
築
い
て
き
た
今

日
、
繋
い
で
い
く
未
来　

〜
出
会
い
は
成
長
の

種
〜
」
と
定
め
ま
す
。

今
ま
で
今
日
と
い
う
日
を
築
き
あ
げ
て
き
た
先

人
、
今
日
と
い
う
日
の
た
め
に
沢
山
の
気
づ
き

を
頂
い
た
先
輩
や
仲
間
達
と
の
出
会
い
と
学
び

が
あ
っ
た
こ
と
で
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
次
は
、
我
々
が
次
代
へ
の
懸
け

橋
と
な
れ
る
よ
う
、
未
来
を
担
う
高
知

Y
E
G
 メ
ン
バ
ー
、
更
に
子
供
達
へ
と
繋
い
で

い
く
役
割
を
果
た
し
た
い
想
い
で
、
こ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
基
に
、
今
年
度
は
以
下
の
運
営
方
針
に
し

た
が
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
組
織
増
強
に
つ
い
て

現
在
、
会
員
数
に
対
す
る
実
働
は
、
半
数
程
度

の
40
％
〜
50
％
で
す
。
会
員
活
動
率
を
高
め
る

た
め
の
取
り
組
み
強
化
を
行
い
、
70
％
以
上
の

活
動
率
を
目
指
し
ま
す
。
同
時
に
3
年
で
既
存

会
員
の
約
半
数
が
卒
業
す
る
た
め
、
会
員
拡
大

も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

・
女
性
活
躍
、
若
手
の
育
成
に
つ
い
て

女
性
メ
ン
バ
ー
は
少
し
ず
つ
増
加
し
て
お
り
、

女
性
が
輝
き
、活
躍
で
き
る
環
境
を
作
り
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
、
高
知 

Y
E
G
 会
員
の
約
70
％

が
40
歳
以
上
で
す
。
今
ま
で
に
得
た
知
識
と
経

験
を
若
手
に
伝
え
、
未
来
の
青
年
経
済
人
の
成

長
を
助
け
て
い
き
ま
す
。

・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

過
去
10
年
の
歴
史
、
こ
の
先
10
年
の
未
来
を
組

織
全
体
で
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。
自
ら
責

任
を
持
っ
て
役
職
に
挑
戦
で
き
る
組
織
風
土
を

醸
成
す
る
こ
と
で
、 Y
E
G
 へ
の
愛
着
や
信
頼

を
高
め
、
高
知 

Y
E
G
 の
更
な
る
発
展
に
繋
げ

ま
す
。

・
広
報
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

青
年
部
活
動
を
H
P
や
メ
デ
ィ
ア
、
S
N
S

を
活
用
し
て
積
極
的
に
内
外
へ
広
め
、
メ
ン

バ
ー
が
高
知 

Y
E
G
 を
誇
り
に
思
え
る
活
動

を
し
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
を

す
る
こ
と
で
地
域
社
会
へ
の
認
知
度
を
高
め
て

入
会
促
進
に
繋
げ
ま
す
。

・
研
鑽
と
交
流
に
つ
い
て

様
々
な
業
種
の
経
済
人
が
集
ま
る 

Y
E
G
 内

で
資
産
運
用
な
ど
の
研
鑽
を
す
る
機
会
を
作

り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
高
め
ま
す
。

更
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
つ
な
が
る
交
流
の
場
を

設
け
、
仲
間
同
士
の
交
流
や
親
睦
を
深
め
た
上

で
、
自
己
研
鑽
・
自
企
業
発
展
へ
と
繋
げ
ま
す
。

・
連
携
に
つ
い
て

高
知
県
連
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
、
日
本 

Y
E
G
 と

単
会
の
枠
を
超
え
て
活
動
す
る
こ
と
は
、
貴
重

な
経
験
と
財
産
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
高

知 

Y
E
G
 を
担
う
若
い
世
代
を
中
心
に
出
向
者

を
輩
出
し
、
地
域
経
済
を
支
え
る
未
来
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
ま
す
。

本
年
度
は
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
41
回

全
国
会
長
研
修
会
「
山
海
の
楽
園　

こ
う
ち
会

議　

百
折
不
撓　

未
来
へ
の
扉
を
あ
け
よ
う
」

が
高
知
の
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
全
国
会

長
研
修
会
は
、
先
輩
諸
兄
姉
が
繋
ぎ
続
け
て
く

だ
さ
っ
た
歴
史
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
全
国
会

長
研
修
会
と
い
う
大
き
な
事
業
の
襷
を
本
年
度

は
力
に
変
え
、
新
た
な
る
道
標
と
な
れ
る
よ
う

皆
様
と
共
に
未
来
へ
の
扉
を
あ
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
次
代
へ
の
先
導
者
と
し
て

の
責
任
を
強
く
自
覚
し
、
先
人
た
ち
が
継
承
し

続
け
て
き
た
歴
史
を
さ
ら
に
誇
り
高
き
も
の
と

し
、
次
代
へ
と
継
承
す
る
べ
く
我
々
高
知 

Y
E
G
 は
挑
戦
か
ら
成
長
、
成
長
か
ら
進
化
へ

と
繋
が
る
よ
う
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
高
知
商
工
会
議
所
並
び
に 

O
B
 先
輩

諸
兄
姉
を
は
じ
め
、
関
係
各
機
関
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
益
々
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

＜勤務先＞ ＳＥＬＥＣＴ　代表

＜営業品目＞ 塗装・防水・リフォーム

・水回り・内装・外装工事・その他住宅全般

令和5年度高知商工会議所青年部　会長

三宮　幸弘

【
運
営
方
針
】

【
お
わ
り
に
】

【
は
じ
め
に
】

　令和5年3月20日（月）に、ザ・クラウンパレス新阪急高知にて、高知YEG令和4年度卒業例会が開催され24名が卒業されま

した。

各卒業生から一言ずつ高知YEGでの思い出を振り返りながら挨拶がされたのち、会長から心のこもった送辞が送られ記念

品、花束贈呈を行いました。また、卒業生から現役会員には青年部備品が贈られました。最後には卒業生を代表して、正瑞 忠

隆君より答辞が述べられました。

その後の懇親会ではYEGでの活動を振り返るビデオ上映や岡本専務理事による送辞で大いに盛り上がりました。

そして、卒業生を代表して古味 幸倫君より在会生へ向けたYEG活動への思いを込めた、答辞が述べられました。

会場にはOB会員にも沢山ご来場いただき、とても心のこもった素晴らしい卒業例会で先輩を送り出すことができました。担

当のみらい交流委員会の皆様、大変おつかれさまでした。

令和4年度卒業生　(敬称略、五十音順)
 ●安宅  弘明  ●有藤  尚輝  ●大利     誠  ●岡村    悟
 ●小原  一将  ●片岡  誉文  ●門田  康伸  ●清岡  良光       
●公文  菜穂  ●小松  立奈  ●古味  幸倫  ●坂元  陽祐 
●正瑞  忠隆   ●田岡  祐人  ●高橋  達巳  ●津野  謙五 
●中島  哲也  ●中山  智彦  ●濵口  洋平  ●林    良太 
●溝渕     聡  ●村山  大典  ●山岡  稔和  ●  結城  允嗣

高知YEGの活動を

紹介しています！

フォロー、チャンネル登録お願いします ▲Facebook ▲YouTube ▲instagram


